
思春期講座

７月５日（火）、６日（水）の２日間、１年
生を対象とした平成２８年度思春期講座が行わ
れました。この講座では、御坊保健所の職員の
方々の協力を得て、正しい性の知識やその在り
方、エイズ等について学習しました。

地域学習 (地域起こし協力隊 )
７月８日（金）日高川町で「地域起こし協力

隊」として活動されている、村越拓也さん、近
藤雄一さんを１年生の総合的な学習の時間にゲ
ストティーチャーとして招きました。

水害のために激減したホタルの復活、特産品
としてのシイタケの販売など、寒川地区での取
組を知り、中津分校の生徒が地域に入ってでき
ること、地域のために提供できるアイデアなど
について意見を出し合いました。

「第二のふるさと中津」を支える若人の熱い
思いを地域の人たちに届け、ボランティアや共
同作業の輪が広がっていく拠点としての中津分
校のイメージが浮かんできました。

野球部壮行会
６月２５日（土）午後１時より和歌山ビッグ

愛で開かれた第９８回全国高等学校野球選手権
和歌山大会の組み合わせ抽選会で、７月１６日
第１試合で本校分校の兄弟対決となりました。

決戦に臨むに当たり、７月１２日（火）野球
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部の壮行会を体育館で行いました。選手一人一
人の決意を語る場面では「全国で一番長い夏を
過ごす」「甲子園へ連れて行く」など、力強い
言葉をたくさん聞くことができました。

第 9８ 回 全 国 高 等 学 校
野 球 選 手 権 和 歌 山 大 会

第98回全国高等学校野球選手権和歌山大会ブロック組み合わせ表

（中津分校応援団） （日高本校応援団）

第１戦の兄弟校対決はシード校としての意地
と粘り強さで、７対４のサヨナラゲームとなり
接戦を制し、力一杯校歌を歌い体全体で喜びを
表しました。しかし、第２戦は海南高校に６対
２で敗れ、悔しい思いを胸に紀三井寺球場をあ
とにしました。選手のみなさん感動をありがと
う。今年も多くの応援ありがとうございました。
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第 9８ 回 全 国 高 等 学 校
野 球 選 手 権 和 歌 山 大 会

壮行会から海南戦まで

野球部壮行会で激励！

（待機中の選手たち） （いよいよ入場）

（入場中の選手たち） （生徒会長から激励）

（一人一人から決意表明） （主将から決意と感謝）

（応援団からのエール）

７月１２日（火）壮行会を行いました。生徒
会長から「メンバーに選ばれた人たちは背番号
をもらっていない人たちの分までグランドで暴
れてくれることを期待します。とくに３年生に
とっては最後の大会なので悔いが残らないよう
に頑張ってください」と激励の言葉があり、続
いて選手一人一人から決意表明がされました。

「和歌山に感動を与えるような夏にしたい」
「これまで練習でやってきたことをすべて発揮
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してチームが勝てるように頑張ってきます」「ベ
ンチに入れなかった人たちの分まで頑張ります」
「責任をもって頑張ります」「今まで支えてき
てくれた人たちに感謝の気持ちをもってプレー
したい」などの決意が述べられ、締めくくりに
は、主将から「今年は山本先生が監督になって
初めての夏なので僕たちの代で一番最初に山本
先生を甲子園に連れて行きたいと思います。山
本先生、甲子園に連れて行きます。」と力強い
言葉が響き、会場に緊張感が漂いました。続い
て応援団から力強いエールが送られました。

第１戦は本校分校の兄弟校対決！
中津分校はシード校

（道具類の積み込み） （選手が寮を出発）

（寮の庭では、幸運を呼ぶソテツの花、ヒマワリも見送り）

（紀三井寺球場は快晴）

（先発メンバー発表）

（４回裏、同点に追いつく）
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（４回裏、中津分校が逆転）

（７回まで中津分校が追う展開）

（９回裏、中津分校が同点に追いつく）

（１０回裏、中津分校が３ランでサヨナラ勝ち）

（大喜びの応援団） （高らかに校歌斉唱）

エース原の力投、再々のピンチを好判断や美
技で切り抜け、７回裏には田嵜主将のホームラ
ン、そして延長１０回裏に原の力投を支え続け
たキャッチャー菅野がサヨナラ３ランを放ち、
お互いに譲れない運命の兄弟校対決となった一
戦を制しました。スタンドでは昨夏の延長１３
回の激戦が脳裏に蘇っていた人もいたのではな
いでしょうか。一緒に励み、一緒に泣いた去年
の夏。卒業した先輩の思いも背負っての初戦が、
運命の兄弟校対決。互いのチームには中学校ま
で一緒に鍛え合った仲間もたんさんいました。

苦しい中で粘り抜いて勝利をつかむ。中津魂
ここにあり。

第２戦は海南高校と対戦！

第２戦は田辺工業高校との延長戦を制した打
撃好調な海南高校と２１日の第二試合で対戦し
ました。

（初回に海南が１点先制、４回に中津分校が追いつく）

（５回に海南が１点追加、６回裏に中津分校が追いつく）

（７回に海南が１点追加、苦しいシーソーゲームが続く）

（８回に海南が３点追加、中津分校には重い追加点）

（６対２で試合終了、中津分校の夏は幕を閉じました）

両チームとも「あと一本」の言葉が重く感じ
られた一戦でした。中津分校は最後まで粘って、
勝利をつかむ展開を重ねてきました。今年もシ
ード校として立派に戦ったと思います。（感謝）


